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■会長の時間 会長　中村　好孝

活動計画について

今週の
情報 次会のプログラム

本日のプログラム 6月 22日、23日 最終移動例会（湯本富士屋ホテル）

7月8日 慶祝・クラブ協議会

　みなさま、こんにちは。本日のクラブ協議会のテーマは、次年度の
活動計画についてですので、会長の時間も「活動計画について」とい
うテーマでお話しさせていただきます。
　「活動計画」と聞くと、毎年、会長や役員が中心となって作成し、
年度のはじめに配られる年間スケジュールのようなもの――そんな印象
をお持ちの方も多いかもしれません。しかし、本来の活動計画は、単
なる“年間スケジュール”ではなく、「クラブの羅針盤」であり、会員一
人ひとりの思いが反映されるべき地図のようなものであるべきだと思って
おります。
　つまり、私たち会員一人ひとりが掲げる目標を、具体的な行動に落
とし込み、クラブ全体で共有するために必要なのが活動計画です。
活動計画があるからこそ、「今年はどこに力を入れるのか」「クラブとして
何を大切にするのか」 「それに自分はどう関われるのか」 といった指針
を、全員で共有することができます。例えるなら、活動計画のないクラ
ブは、地図もコンパスもない登山のようなものです。道に迷いやすくな
り、やがて歩みが止まってしまいます。
　もちろん、活動計画が完璧ということはありません。年度が進む中で
見直しや修正が必要になる場面もあるでしょう。しかし、最初にしっか
りと方向性を定めておくことで、私たちの行動には一貫性が生まれま
す。
　そして何より、活動計画は会長や理事会だけのものではありません。
会員全員のものです。皆さんの声や提案、そして行動が反映されてこ
そ、真の意味での「クラブの活動計画」となります。
　今年度の活動計画には、クラブ運営・親睦・奉仕・広報・青少
年支援など、さまざまな視点から計画を盛り込みました。これは単なる
リストではなく、「このクラブをもっとよくしたい」という思いの結晶がつまっ
たものです。
　本日のクラブ協議会においても、次年度の活動計画について皆さん
一人ひとりが積極的に関与し、自分にできること・自分らしく関われる
場面を見つけていただければ、次年度の良いスタートが切れるのでは
ないかと思っております。
　さて、本日が今年度最後の通常例会となります。今年度は、新た
な取り組みにもいろいろと挑戦させていただきました。また、多くの会員
の皆さまにクラブ運営をご支援いただいたことで、クラブの雰囲気も、
より明るく温かいものになってきたのではないかと感じています。この 1
年間、温かく見守っていただいたこと、そしてクラブ運営に多大なるご
協力をいただきましたこと、執行部を代表して心より御礼申し上げます。
最後となりますが、次年度の竹村年度へも、より一層のお力添えをお
願い致しまして、会長の時間とさせていただきます。1 年間、ありがと
うございました。

ツオ氏が選任されたのことです。
　RI のメッセージ、“よいことのために手を取りあおう”はそのまま採
用されるとのことで、大きな方向転換はないとのことです。今年度はロー
タリーのテーマはありません。今年度のメッセージ“よいことのために手
を取りあおう”を受けて今年度の 2780 地区のポリシーは“ロータリーを
楽しもう”と決まっています。
　RI 会長エレクトは全世界の、各地域のロータリークラブの伝統を尊
重し、その活動を支援すると述べておられました。2780 地区の松下
孝ガバナーエレクトも地区ロータリーの役割は各地区のロータリークラブの
活動を助けることであり、各地域のロータリークラブの自主性を尊重す
ると述べておられます。
　不幸な出来事ではありますが、われわれは国際ロータリーの動きに
左右されることなく、これまで論議してきた南ロータリークラブの行動指
針に照らし、活動を進めていく所存でおります。
　2025-2026 年度の我々の活動の重点項目は 3 つです。まず第一
は南ロータリークラブの55周年記念式典、記念事業の実施であります。
11月8日に記念式典を行います。コロナのため 50 周年記念式典が
できなかったため、50 周年、55 周年合同の記念式典として開催した
いと考えております。動物愛護団体への支援と、相模原看護学校へ
の支援を記念事業として実施いたします。記念誌はデジタル資料とし
て作成したいと考えております。
　我々はもちろん、参加してくださる皆様にも良い会であったと喜んで
いただけるよう、会員一同力を合わせて、50・55 周年記念事業を実
施したいと考えておりますので、皆様の御協力を宜しくお願いいたしま
す。
　2025-2026年度の我々の活動のテーマは“奉仕と親睦”です。ロー
タリーの基本的なテーマではありますが、原点に戻ってこのテーマを深
めていくことが今年度の行動目標です。奉仕と親睦この二つの遂行が
今年度の第2のテーマになります。奉仕活動については、これまで行っ
てきた奉仕活動に加えて、今年度は 55 周年記念の奉仕事業 2 つが
加わります。会員全員が奉仕事業に参加することにより会員相互の連
携を強める機会になればと考えています。
　もう一つ、ロータリーの奉仕の基本は職業奉仕にあると思います。
各人が自身の職業に誇りを持ち、高い倫理観をもって仕事をし、社会
に役立つこと。これが職業奉仕の基本であり、これによってロータリア
ンの人格が磨かれていくのだと思います。今年度は、会員卓話、炉
辺会を通じて、職業倫理についての理解を深めていきたいと思ってい
ます。親睦についてはこれまでの南ロータリークラブの活動を継続する
ことで達成できると考えております。通常の例会に加え、クリスマス例
会、夜間例会、他クラブへメークツア一、親睦旅行等、会員が交流
できる様々な機会を提供したいと考えております。
　ロータリー活動を通じて多くのロータリアンに接し、その影響を受けて
人格を高めていくというのはロータリーライフのだいご味であります。
　“楽しくなければロータリーではありません”。“前からの人も、新しく
入った人も、入会したその時からみんな平等なんです”。南ロータリー
クラブに受け継がれてきたこの精神を大切にして、楽しいロータリーライ
フを作っていきたいと思います。
　最後の一つ、我々に課せられた重要なミッションは 3か年計画の遂
行であります。今年度は昨年度から始まったロータリーの 3 年計画の
中間年にあたります。会員増強、IT 化通して 10 年、20 年後を見
越したロータリーの体制づくりをするという中村年度に始まった事業を引
き継いで発展させ、次年度の江田年度に渡し、3 年計画を完結させ
るという役割を担っております。それに向けて頑張りたいと思います。
　この後 常任委員長から活動の詳細を発表させていただきますが、
2025-26 年度が皆様にとって有益な1 年間となりますよう、役員一同
頑張ってまいりますのでよろしくお願いいたします。

　本日は、クラブ協議会です。
おとのわより「おとのわクラッシック2025」の招待券が届いています。
映画「フロントライン」が公開中ですが、この映画は、竹村エレクトがご
協力されたものだそうです。詳細は、竹村エレクトにご確認をお願いし
ます。
　今後の予定です。
６月２２日～２３日　移動例会（最終例会）湯本富士屋ホテルです。
　本日、例会終了後臨時理事役位会を開催します。

■幹事報告 幹事　市川　孝幸

■クラブ協議会
●会長エレクト挨拶
　2025-2026 年度相模原南ロータリークラブの会長を務めさせていた
だきます竹村でございます。南ロータリークラブが 55 周年を迎えるこの
年に会長を任されたことを光栄に思っております。
　まず最初に残念なご報告をしなくてはなりません。先ほど大谷会員
からの報告がありましたが、RI 会長エレクトであったマリオ・セザール・
マルチンス・デ・カマルゴ氏が突然RI 会長への就任を辞退されました。
理由は個人的な事情と、職業上の事情のためとしか報告されておりま
せん。私も鎌倉でマリオ氏の講演を聞く機会がありましたが、精力的
でリーダーシップのある会長エレクトであるという印象を持っておりました
ので非常に残念に思っています。数日前にRI 会長からのメッセージが
届き、緊急理事会を開いて次期会長にイタリアのフランティスコ・アレッ

●会員組織委員会
　当委員会の方針は 55 周年を迎えるクラブの伝統を見直し、受け継
ぎながら、より活気ある多様性に満ちたクラブとするための見直しを必
要に応じ実施するというものです。
　会員増強委員長には、名SAでした小野田さんが担当いたします。
地区でも衛星クラブの設立に力を入れるので、副委員長には杉﨑さ
ん、大谷さんに担当していただき地区の知見を活かしたいと考えていま
す。委員には、ＪＣ出身の方に入って頂き、若い会員の増強に力を入
れたいです。会員組織委員会は、森泉さんを筆頭に一体となって増
強委員の情報の共有を行ってまいります。ロータリー情報委員長は、
クラブのこと、ロータリーのことをいつも優しく時に厳しく教えてくれる栗
林さんにお願いしました。新会員が引き続き増えるであろうこのクラブに
ロータリーの知識を伝承していきます。
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出　席 欠　席出　席（％）合　計メイクアップ
前々回

第 2546回     6月 1 7日

第 2544回     5月 2 7日

□出席報告：出席委員会 　6月17日
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第2546回（今年度第35回）例会 食事ロス 114,300円現在までの通算食事ロス

5月27日（修正）完全欠席＝一ノ瀬、大野、小方、小川、澁谷(直)、杉﨑、杉山、関、中山(正)、中山(智)、溝渕、宮崎

■本日のスマイル   47,300円
■累　　　 計  1,343,980円

0円

■本日のスマイルBOX
雫田　直輝 君
★本日は今年度最後の通常例会となりました。中村会長、市川幹事、
小野田SSA、理事役員及び会員の皆様、一年間本当にお疲れ様
でした。来週は箱根で最終例会です。今期の良き締めくくりとなり
ますよう、そして来る新年度も、実りある一年となりますよう願いを
込めてスマイル致します。
杉﨑　信一 君
★昨日、第5G、第 10G 合同親睦ゴルフコンペに、中田さん、小野
田さん、小林さん、杉﨑で参加して来ました。相模原南 RCは 4
位となり翌年の幹事クラブは免れました。翌年の幹事クラブは相模
原ロータリークラブとなりました。
江田　昌弘 君
★所用で最終例会を欠席いたします。中村会長、市川幹事、一年間
おつかれ様でした。席の食事楽しみます。
芥川　良 君
★柏原さんの送別協賛金をスマイルさせていただきます。どうもありが
とうございました。

中村　好孝 君
★本日は今年度最後のクラブ協議会です。次年度の活動計画に対
し、活発なご意見をよろしくお願いします。
市川　孝幸 君
★1年間幹事をさせていただき、ありがとうございました。皆様のご
協力に感謝しています。ありがとうございました。22日は最終例会
です。ご出席よろしくお願いします。
小野田　勝宏 君
★本年度最後の通常例会となりました。本当につたない会場監督で
おつき合い頂きありがとうございました。次年度も宜しくお願い致し
ます。
栗林　一郎 君
★来週は移動例会なので、本日スマイルします。1年間、会長・幹事・
SAA他理事役員の皆様お疲れ様でした。素晴らしい1年でしたね。
足立　旬一 君
★柏原様、大変お世話になりました。佐藤様、ご入会おめでとうござい
ます。中村・市川年度、絶対目標 55 名に達成できませんでした。
会員組織委員会常任委員長として、深くお詫びいたします。
徳久　京子 君、小林　大二郎 君
★レンブラントでの最終例会、中村会長、市川幹事、小野田SSA,
一年間ありがとうございました。

【横のページ】
●8~13ページ・・・The Rotary Songの特集
ロータリーソングの起源、日本独自のロータリーソング、私たちのクラブのロータリー
ソングについて書かれています。「手に手つないで」は「戦後の新日本にふさわ
しく、もっと砕けた柔らかいものがほしい」という声を受けて昭和５２年東京RCの
矢野一郎会員が作ったもので、翌年神戸で開催された第６１地区地区大会前
日の懇親会で初めて手をつないで歌唱するスタイルが確立。矢野会員は以降
「それでこそロータリー」など多くのロータリーソングを作詞作曲。私たちのクラブの
ロータリーソングでは「池田くれはロータリアン音頭」「酒を楽しむ会の歌」「それ
が１００万ドルの食事会」などユニークのものも見受けられ、当クラブもぜひOur 
Rotary Clabs Songを作るのはいかがでしょうか？
●14~24ページ・・・2025年規定審議会report 規定審議会その歴史について
【縦のページ】
●4~8ページ・・・近藤文化・外交研究所代表 近藤誠一のスピーチ
●9~12ページ・・・この人を訪ねては「新潟ロータリークラブの高橋秀樹さん」
新潟大学五十嵐キャンパスの高橋秀樹さんの専門はギリシャ哲学であるが、

「平家物語」を弾き語る人でもあります。34歳の助教授時代にロータリー財団の
奨学生としてアメリカに留学経験がある高橋さんは、外国に出たことで日本のこ
とが気になりだし、『平家物語』1式（２００区）を語る会をはじめインタビューの翌
日、満願成就する日を迎えられました。高橋さんは新潟RCの会長、２５６０地区
のガバナーも務めていらっしゃいます。留学時の面接で出会った先輩ロータリア
ンの男気にひかれて入会されました。
●13ページ・・・久保田英男さん（鎌倉ＲＣ）が１年間掲載されてきました『にっぽ
んふうど』今回が最終回。北から始まりついに南の沖縄となりました。沖縄には
医食同源を意味する『薬になるもの・滋養食クスイムン』『命の薬ヌチグスイ』とい
う考えがあり、今なお生活に根付いているそうです。沖縄料理は、豚肉が多い
のが特徴です。『ソーキそば』の『ソーキ』は豚のあばら骨、つまりスペアリブのこ
と。『テビチ』は豚足。『ミミガー』は耳の皮。『ハラガー』は三枚肉で、それを使った
角煮が『ラフティ』『チムシンジ』は豚のレバー料理です。各地に受け継がれてい
る料理には、これまでその地がつないで来た歴史が詰まっていて、私たちに託
された未来があります。これからも地元の料理、郷土料理に舌鼓をうちながら
『にっぽんふうど』を守っていきましょう。と締められていました。

担当 ： 奥橋園子ロータリーの友6月号紹介

■個人別出席報告

青 木 亜 也
芥 川 　 良
足 立 旬 一
市 川 孝 幸
一ノ瀬　 　 　 裕
伊 藤 清 明
伊 藤 悠 貴
岩 　 本 　 　 　 勉
江 田 昌 弘
大 　 谷 　 新 一 郎
大 西 孝 幸
大 野 治 雄
小 方 　 實
小 川 仁 司
奥 橋 園 子
小 野 田 　 勝 　 宏
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栗 林 一 郎
黒 河 内 　 彰 　 子
黒 河 内 　 三 　 郎 
桑 田 俊 夫
小 　 林 　 大 二 郎
佐 伯 外 次
三 枝 富 博
雫 田 直 輝
澁 谷 直 樹
渋 谷 　 勝
杉  﨑  信  一
杉 山 浩 之
須 坂 知 恵
鈴 木 晴 澄
鈴 木 昌 彦
関 　 裕 次
竹 村 克 二
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2025 年 5 月 　　　　　　　　　 　　個 人 別 出 席 状 況 　　　　　　　　　　　（ 例 会 3 回 ）

徳 久 京 子
苗 村 　 俊
中 田 克 己
中 村 辰 雄
中 村 文 子
中 村 好 孝
中 山 　 正 太 郎
中  山  智  晃
西 生 　 篤
藤 原 新 一
松 井 克 之
松 山 隆 雄
溝 渕 真 澄
宮 　 崎 　 雄 一 郎
森 泉 朋 子
山 田 　 修
若 林 美 佳

会 員 名 H M ％ 会 員 名 会 員 名 H MH M ％ ％

平 均 86 . 9 1％


